


は じ め に
漢字は表意文字といって見れば分かる優れた言語です。

たとえば、「書」は手に筆を持ち、祈りのことばを書いている形を表しています。

かんじ

しょ

・「聿」は手に筆を持つ形で
ふで もていつ

・「 」は手の形で

・手はこの他に左の図のようにあらわされる

場合があります。

ひょうい もじ み わ すぐ げんご

て ふで も いの か かたち あらわ

かたち

て かたち

て ほか ひだり ず

などがあります。

などがあります。

・日の字は「お日さま」をあらわす他に

「書」のように祈りの器の中に祈りの言葉がある形や

「かまど」を日の字であらわす場合などがあります。

・左の図はボールペンの構造を絵で

あらわしたものです。

単独の部品として使われているものも

あれば、組立られた状態で別のボール

ペンに使われているものもあります。

・漢字もこのボールペンと同じことなのです。漢字の構造・その作られ方を知ることで、

漢字の意味することは理解できるわけです。だから、漢字は見れば分かる優れた

言語といえるのです。

漢字を一字一字の丸覚えではなく、関連する漢字を並び見て同じ部品とそうで

ない部品を知ることで頭に記憶するだけでなく「腑に落ちる」ことで忘れることが

少なくなる学習のお役に立てることを願っています。

楽しく学習していきましょう。

ばあい

ひ じ ひ ほか

しょ いの うつわ なか いの ことば かたち

ひ じ ばあい

ひだり ず こうぞう え

たんどく ぶひん つか

くみたて じょうたい べつ

つか

かんじ おな かんじ つく かた し

かんじ いみ りかい かんじ み わ すぐ

げんご

かんじ いちじ いちじ まるおぼ かんれん かんじ おな ぶひん

ぶひん し あたま きおく

がくしゅう やく た ねが

たの がくしゅう

ふ お

なら み

こうぞう

わす

すく
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1

『人』でつながる漢字①---P9
ひと

『人』でつながる漢字②---P16
ひと

『人』でつながる漢字③---P24
ひと

『手』でつながる漢字---P30
て

『死者』でつながる漢字---P39
ししゃ

『祈り』でつながる漢字①---P43
いの

『祈り』でつながる漢字②---P48
いの

『祈り』でつながる漢字③---P57
いの

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ
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もくじ
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P76 P76 P77 P77 P78 P79 P79 P80 P80 P81 P81

混 能 態 殺 述 術 属 独 犯 破 暴
P82 P83 P83 P84 P84 P85 P85 P86 P86 P87 P88
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『言葉』でつながる漢字---P64
ことば

『自然』でつながる漢字---P68
しぜん

『動物』でつながる漢字---P75
どうぶつ

『虫やけもの』でつながる漢字---82
むし

『貝』でつながる漢字---P88
かい

『植物』でつながる漢字---P96
しょくぶつ

『建造物』でつながる漢字---P102
けんぞうぶつ

『戦いの道具』でつながる漢字---P110

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ
たたか どうぐ

≪目次≫
もくじ



刊 幹 制 製 判 輸 師 寄 舎
P117 P118 P119 P119 P120 P121 P122 P123 P123

質 則 測 損 酸 復 複 余 耕 似
P125 P125 P126 P127 P127 P128 P128 P130 P131 P131

非 罪 仮 鉱 銅 型 均 再 構 講
P133 P133 P134 P134 P135 P135 P136 P137 P137 P138

紀 経 絶 素 総 率 断 統 編 綿 布
P139 P141 P142 P142 P143 P143 P144 P144 P145 P145 P146

3

『刀や辛』でつながる漢字---P117
かたな はり

『道具』でつながる漢字②---P132
どうぐ

『道具』でつながる漢字①---P124
どうぐ

『糸』でつながる漢字---P139
いと

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

≪目次≫
もくじ



◎「二人の人」をあらわすいろいろな形 P11

◎手のいろいろな形＿その３＞片手 P14，21，31

◎月の字があらわすいろいろな形 P18，59，121

◎「頁」でつながる漢字 P20

◎「主」があらわす二つの形 P26

◎「情」と「性」 P30

◎手のいろいろな形 P31

◎「支：小枝を持つ手」でつながる漢字 P33

◎木にを取り付け祭るいろいろな形 P34

◎「召」でつながる漢字 P36

◎「匙」があらわす二つの形 P37

◎「専：袋を手で打ち固める形」でつながる漢字 P38

◎漢字は「意味と音と形」でつながっている P41，100

◎示へんと衣へん P45

◎「祈りの小枝」のいろいろな形 P46

◎黄河と長江の流れ P47

4

て かたち

こえだ かんじも て

かたちとき さい つ まつ

しょう かんじ

ふくろ うて かんじかた かたち

かんじ いみ おん かたち

しめす ころも

いの かたちこえだ

こうが ちょうこう なが

さじ ふた

しゅ ふた

けつ かんじ

ふたり ひと かたち

て かたち かたて

つき じ かたち

かたち

じょう せい

し

かたち

せん

≪目次：豆ちしき≫
もくじ まめ



◎「尚」でつながる漢字 P50

◎「谷」があらわす二つの形 P51

◎「才」でつながる漢字 P53

◎「僉(　)」でつながる漢字 P54

◎「艮」でつながる漢字 P55

◎「阝」があらわす二つの形 P57

◎「竟」でつながる漢字 P60

◎両手のいろいろな形 P63

◎「酒樽」のいろいろな形 P64

◎「鳥」のいろいろな形 P68，78

◎「水」のいろいろな形 P70

◎シルクロードは貿易の道でした P74

◎「勿」があらわす二つの形 P74

◎「かわ」をあらわすいろいろな形 P87

◎「貝」があらわす二つの形 P89，124

◎「覀」があらわすいろいろな形 P90

5

さかだる かたち

かたちとり

かい かたちふた

か かたち

かたち

ぼうえき みち

ふつ ふた かたち

みず

しょう かんじ

さい かんじ

せん かんじ

こん かんじ

かんじきょう

こざとへん ふた かたち

りょうて かたち

かたち

たに ふた かたち

≪目次：豆ちしき≫
もくじ まめ



◎「冫」があらわすいろいろな形 P91

◎「責」でつながる漢字 P93

◎「かがり火」でつながる漢字 P103

◎「予」でつながる漢字 P104

◎「其：四角いちりとり」でつながる漢字 P106

◎「版築工事」から生まれた漢字 P107

◎「戠」でつながる漢字 P112

◎「説」と「設」 P114

◎「盾」があらわすいろいろな形 P118

◎「制」と「製」 P120

◎肉をあらわすいろいろな形 P122

◎「則」でつながる漢字 P126

◎「复：量器を逆さまにした形」でつながる漢字 P129

◎衣へんと示へん P129

◎「余」でつながる漢字 P130

◎田畑をたがやす「すき」のいろいろな形 P132

6

しめすころも

たはた かたち

りょうきふく

せき かんじ

よ かんじ

かんじき

はんちくこうじ かんじ

しょく かんじ

せつ せつ

にすい かたち

たて かたち

せい せい

にく かたち

そく かんじ

さか かたち かんじ

しかく

よ かんじ

び かんじ

≪目次：豆ちしき≫
もくじ まめ

う



◎「形」と「型」 P136

◎「再」でつながる漢字 P138

◎「己」があらわすいろいろな形 P140

◎「記」と「紀」 P140

◎「圣」でつながる漢字 P141

◎「糸」のいろいろ P146

・漢字は「意味と音と形」でつながっている P147

・十の画：漢字は十の画で構成されている P147

・書き順の基本 P148

・「甲骨文字の発見」 P150

・「字体の移り変わり」 P150

・私達は「説文解字」を基に学習しています P151

・白川静博士とその業績 P151

・漢字はつながっています P152

P153

7

き き

けい かんじ

いと

かたち かた

さい かんじ

こ かたち

かんじ いみ おん かたち

か じゅん きほん

こうこつもじ はっけん

じたい うつ か

わたしたち せつもんかいじ もと がくしゅう

しらかわしずか はかせ ぎょうせき

かんじ

・おん・くん さくいん

かんじじゅう かくかく こうせいじゅう

≪目次：豆ちしき≫
もくじ まめ



8

は常用漢字以外の漢字です。

ちゅうがっこう なら

なら

じょうようかんじ いがい かんじ

こうこう

㊥は中学校で習うことをあらわしています。

は高校で習うことをあらわしています。

①～⑥は各学習学年をあらわしています。
かくがくしゅうがくねん

注）

この章で学習する漢字

２＞本文

学習する漢字

むかしの漢字

解説

成り立ちや作られ方

書き順

３＞豆ちしき

しょう がくしゅう かんじ

ほんぶん

がくしゅう かんじ

かんじ

かいせつ

な た つく かた

か じゅん

まめ

この本の見方
１＞章の始まり

しょう はじ

ほん みかた

この章で習う形
ならしょう かたち



画数 10 部首

48

⻌:しんにょう

読み：
よ

用例：
ようれい

造は「つくる」の意味に用いる。

造船。造花。改造。

「神に告げ祈ること」

ぞう

ぞうせん

かみ いの

「祈りの小枝」
いの こえだ

⑤「つげる：コク」

「十字路」 「左足の足あと」
「行く、進むの意味」

+
じゅうじろ ひだりあし

い

あし
すす いみ

つく（る）、ゾウ

つ

いみ もち

ぞうか かいぞう

「昔の住居の構造を学習した」
こうぞうじゅうきょ がくしゅうむかし

「祈りの器：」
いの うつわ さい

「しんにょう」

「くち」

『祈り』でつながる漢字②
かんじ

いの



画数 15 部首

画数 11 部首

49

巾:はば

貝:かい

読み：
よ

用例：
ようれい

尚は祈りに神が応えた形。賞としてお金としても使われた貝を

与え「たまう」の意味となる。

賞金。賞状。賞品。

「貝：貴重な宝物」

「神の気配」

「屋根」 「尚：祈りに神が応えた形」

㊥「たっとぶ：ショウ、

ショウの音をあらわす」

こた

かねしょう

しょうきん

かみ

ショウ

やね

かい たからもの

しょう

けはい

きちょう

いの かみ かたち

いの かみ こた かたち しょう かいつか

あた いみ

しょうじょう しょうひん

じゅしょう

「祈りの器：」
いの うつわ

「大会で賞を受賞した」
しょうたいかい

さい

「うかんむり」

「くち」

「かい」

おん

読み：
よ

用例：
ようれい

ここでの巾は裳（したばかま）のこと。

「もすそ」の長さは一定なことから「つね」の意味。

正常。日常。

ぬの もすそ

つね、とこ 、ジョウ

いみなが いってい

せいじょう にちじょう

「常温で保管してはいけません」
じょうおん ほかん

「神の気配」

「屋根」
「尚：祈りに神が応えた形」

㊥「たっとぶ：ショウ、

ジョウの音をあらわす」

こた

かみ

やね
しょう

けはい

いの かみ かたち

「祈りの器：」
いの うつわ さい

「うかんむり」

「くち」

「布」
ぬの 「はば」

おん

「衣」

「裳」

「上下あわせて衣裳という」

ころも

もすそ

じょうげ いしょう



画数 11 部首

50

土:つち

読み：
よ

用例：
ようれい

尚は神を祭る窓に神の気配があらわれること。

その場所に建てた神を祭る建物を堂という。

本堂。講堂。食堂。

しょう

ばしょ

ドウ

ほんどう

かみ まつ まど かみ けはい

た かみ まつ たてもの どう

こうどう しょくどう

「国会議事堂です」
こっかいぎじどう

「神の気配」

「屋根」
「尚：祈りに神が応えた形」

㊥「たっとぶ：ショウ、

ドウの音をあらわす」

こた

かみ

やね

しょう

けはい

いの かみ かたち

「祈りの器：」
いの うつわ さい

「うかんむり」

「くち」

「つち」
「大地」

だいち

おん

「尚」 でつながる漢字
しょう かんじ

② あ（たる）、トウ

「あたるの意味」

・給食当番

⑤ ショウ

「神が応えた形」

・受賞

⑤つね、ジョウ

「裳の長さは一定」

・常温はダメ。

⑤ ドウ

「お堂の意味」

・国会議事堂

いみ

きゅうしょくとうばん じゅしょう

かみ こた かたち もすそ いってい

じょうおん

どう いみ

こっかいぎじどう

「神の気配」

「屋根」

㊥「尚：神が祈りに応えた形」
こたかみ

やね

しょうけはい いのかみ かたち

「祈りの器：」
いの うつわ

当
⑥ トウ

「やからの意味」

・○○党
とう

なが いみ

〇 〇 党

さい

「うかんむり」



画数 10 部首
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宀:うかんむり

読み：
よ

用例：
ようれい

谷は祈りのうつわ：の上に神の気配が現れる形。

容は「すがた、ようす」の意味。

容体。美容。内容。

「神の気配」

②「たに」

「たに」とは別の意味

よう

ようたい

べつ

かみ

「祖先を祭るお宮の屋根」
そせん まつ みや やね

ヨウ

けはい

いみ

いの うえ かみ けはい あらわ

いみ

びよう ないよう

「この容器は１８リットルの容積がある」
ようき ようせき

かたち

「祈りの器：」
いの うつわ さい

さい

「うかんむり」

①「くち」

１＞山の谷の形

「谷」があらわす二つの形
やま たに かたち

かたちたに ふた

２＞祈りに神が応えた気配の形
いの かみ けはい かたち ④ あ（びる）、ヨク

「山なみが重なるように

迫っている形」

「谷の入口の形」

やま

せま

たに

かさ

かたち

かたちいりぐち

たに、コク㊥②

「神の気配」
かみ けはい

「祈りの器：」
いの うつわ さい

こた

谷

「みそぎの水浴び」

⑤ ヨウ

神の「すがた、ようす」

⑥ ほ（しい）、ヨク

「神の姿が見たいと

思う欲張りなこと」

みずあ

かみ

かみ すがた み

おも よくば



画数 6 部首

画数 10 部首
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貝:かいへん

土:つち

読み：
よ

用例：
ようれい

才は祓い清める形。在は祓い清めた神聖な場所が

そこに「ある」「いる」ことをいう。

在席。在学。在宅。現在。

「木に祈りの器をくくり付けた形」

才

さい しんせい

ざいせき

き

あ（る）、ザイ

いの うつわ つ かたち

はら きよ かたち ざい はら きよ ばしょ

ざいがく ざいたく げんざい

「彼は我校に在校している」
ざいこうかれ わがこう

②「ある：サイ」

「つち」

読み：
よ

用例：
ようれい

財は金銭や価値の高い品物をいう。

財貨。財産。財政。財布。

「貝：お金にも使われた宝物」

ざい

ざいか

かい

「木に祈りの器をくくり付けた形」
き いの うつわ つ かたち

ザイ、サイ㊥

かね つか たからもの

きんせん かち たか しなもの

ざいさん ざいせい さいふ

「正倉院には貴重な

文化財が保管されている」
ぶんかざい

しょうそういん きちょう

ほかん

「かいへん」

②「ある：サイ、

ザイの音をあらわす」
おん



画数 12 部首

53

木:きへん

読み：
よ

用例：
ようれい

もとは檢。僉は二人の人がを捧げて祈る形。

神意をためし文書（木簡）と照らしあわせて調べる

ことから「しらべる」「とりしまる」の意味となる。

検事。検温。点検。

けん

しら

けんじ

いの

「深い儀礼用の帽子」

「二人の人」

「祈りの器：」

ふか

ふたり

ぎれいよう ぼうし

ひと

ケン

うつわ

せん ふたり ささ いの かたち

しんい

いみ

けんおん てんけん

「税関で検査を受けた」
けんさ うぜいかん

ひと

ぶんしょ もっかん て

「きへん」

「ともに：セン、

ケンの音をあらわす」

「木簡」
もっかん

さい

さい

おん僉
「簡略した形」
かんりゃく かたち

「才」 でつながる漢字
さい かんじ

④

「清められた木」

・材木

⑤

「あるの意味」

・在学している

⑤

「財産の意味」

・財産がある

⑥

「あるの意味」

・存在を知る

き

ざいもく ざいがく

いみ ざいさん いみ

そんざい

⑥

「閉じるの意味」

・開閉式ドア

いみ いみ

「木にをくくり付けた形」
き つ かたち

②横にわたした木

をくくり付けた木

「神聖な場所があること」

・才能がある
さいのう

しんせい ばしょ

よこ き

きつ

きよ

ざいさん し かいへいしき

と

さい
さい

サイ

ザイ あ（る）、ザイ ザイ ソン、ゾン と（じる）、し（める）、ヘイ



画数 11 部首
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阝:こざとへん

読み：
よ

用例：
ようれい

険は神さまの梯がある高くけわしい所を祈り守ること。

「けわしい」の意味に用いる。

険しい道。険悪。冒険。

「神さまが天に上り降りする梯」

けん

いみ

けわ

かみ

けわ（しい）、ケン

てん のぼ お

かみ はしご たか ところ いの まも

もち

みち けんあく ぼうけん

「危険物の持ち込みは禁止です」
きけんぶつ きんしこも

いの

「深い儀礼用の帽子」

「二人の人」

「祈りの器：」

ふか

ふたり

ぎれいよう ぼうし

ひと

うつわ さい

「こざとへん」

はしご

「ともに：セン、

ケンの音をあらわす」
おん僉

「簡略した形」
かんりゃく かたち

「僉( )」 でつながる漢字
かんじ

④ ケン

「試してみるの意味」

・試験・実験

⑤ ケン

「試し調べるの意味」

・検温・検査

⑤ けわ（しい）、ケン

「けわしいの意味」

・危険物・険しい

いみため

しけん けんおん

ため しら いみ いみ

きけんぶつじっけん けんさ けわ

いの

「深い儀礼用の帽子」

「二人の人」

「祈りの器：」

ふか

ふたり

ぎれいよう ぼうし

ひと

うつわ

「二人がを捧げて祈る形」
ふたり ささ いの かたち

さい

さい

せん



画数 9 部首
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阝:こざとへん

読み：
よ

用例：
ようれい

阝は神の梯で神聖な所。そこは邪悪なものが入り

込めない限界、「かぎる」「境目」の意味となる。

数を限る。限界。限度。

「にらみつけられて退散する人」
たいさん

かみ はい

かず

かぎ（る）、ゲン

「神さまが天に上り降りする梯」
かみ てん のぼ お

ひと

はしご しんせい ところ じゃあく

こ げんかい いみ

こざとへん

かぎ げんかい げんど

さかいめ

「賞味期限までに食べる」
しょうみ た

はしご

「もどる：コン」

「こざとへん」

きげん

③ ね：コン

・木の根・球根

③ ギン

・銀河・銀行

⑤ め：ガン

・眼科・眼力

⑤かぎ（る）：ゲン

・限度・賞味期限
き ぎんが

がんか
きゅうこん ぎんこう

がんりき
げんど しょうみ

「艮」でつながる漢字
かんじこん

「目」

「後ろ向きの人」

艮：にらみつけられて、「動けない」、「にげ出す」ようす。
め

こん

うし む ひと

うご だ

⑥ しりぞ（く）：タイ

・退院・早退
たいいん そうたい

「動くことができない

木の根」

うご

き ね

ね

きんぎんどう ぎん

「金銀銅の銀」

「音をあらわす」
おん

じゅりょく

「呪力のある”め”」 「阝は神の梯で

入り込めない限界」

かみ はしごこざとへん

はい こ げんかい

きげん

「にらみつけられて

退散する形」
たいさん かたち



画数 14 部首

画数 7 部首
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阝:こざとへん

阝:こざとへん

読み：
よ

用例：
ようれい

阝は神の梯。際はその前の祭壇に肉を供えて祭ること。

そこは神と人が接する「きわ」「かぎり」「つきあい」の意味。

窓際。際限。実際。

「神をまつること」

まつこざとへん

まどぎわ

かみ

きわ 、サイ

かみ はしご さい まえ さいだん にく そな

かみ ひと せっ

さいげん じっさい

「国際協力する」
こくさい

いみ

きょうりょく

①「つき」

「神さまが天に上り降りする梯」
かみ てん のぼ お はしご

「こざとへん」

③「まつる：サイ」

「しめす」

㊥「また」

読み：
よ

用例：
ようれい

方は死者を横木につるした「魔よけ」。

神の梯の前に置き「まもる」「ふせぐ」の意味。

防衛。防止。防備。

「横にわたした木」

「死者」
ししゃ

ほう

かみ

ぼうえい

よこ

②「かた：ホウ、

ボウの音をあらわす」

ふせ（ぐ）、ボウ

き

ししゃ よこぎ ま

はしご まえ お いみ

ぼうし ぼうび

「防犯に戸締りをする」
とじまぼうはん

「神さまが天に上り降りする梯」
かみ てん のぼ お はしご

「こざとへん」

おん
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『祈り』でつながる漢字③
かんじ

いの

「阝」があらわす二つの形
かたちこざとへん ふた

１＞左側にある形：こざとへん
ひだりがわ かたち

２＞右側にある形：おおざと
みぎがわ かたち

「神さまが天に上り降りする梯」 「人が住む集落や村」

③ みやこ・ト ③ ブ ④ グン ⑥ キョウ③ イン ③ カイ ③ ヨウ

④ タイ ④ さか・ハン ④ フ ④ リク

⑤けわ（しい）⑤かぎ（る） ⑤きわ・サイ ⑤ふせ（ぐ）

阜
⑥お（りる） ⑥のぞ（く） ⑥ ショウ ⑥ ヘイ

かみ てん のぼ お ひと す しゅうらくはしご むら

⑥ ユウ


